
 
仕 様 書 

 

Ａ．調達物品および構成内訳 

 

  （品名）解析付心電計 

（構成内訳）Ｄ．技術的要件を参照 

 

Ｂ．設置場所・納入及び設置期限 

 

  設置場所      神奈川県立循環器呼吸器病センター 検査科 

  納入設置期限    令和９年３月31日 

 

Ｃ．基本的要件  

    
１ 本調達物品に係る性能、機能および技術(以下「性能等」という)の要求要件（以下「技術的要 

件」という）は、下記Ｄに示す通りである。 

 

２ 搬入・据付条件 

（１） 設置、検収、引渡し等の日程については当センターの予定に従うこと。 

（２） 物品の搬入及び設置作業にあたっては、当センターと協議のうえ行うこと。 

（３） 設置・稼動にあたっては、安全面に十分配慮すると共に、病院業務に支障のないようにするこ

と。また、病院側の負担は発生しないこと。 

（４） 搬入、据付に際し必要な養生を行うこと。又建物及び物品に損害を生じた場合は、納入業者が

自己の責任と負担のもとに原状回復を行うこと。 

 

３ 物品の調整、稼働準備 

（１）本物品が有効に稼動するため必要な調整について、納入業者の負担により責任をもって行うこ

と。 

（２）技術的要件は全て必須の要求要件である。 

（３）本物品導入の際には、最新の状態かつ未使用品を納品すること。（新古機や中古機は不可） 

（４）本物品導入前に当センターのスケジュールに合わせ、当センター職員に安全使用講習、安全運

用及び保守に必要な知識の説明及び指導等の教育訓練を行うこと。また導入後にも当センター

が必要と認めたときは、追加の教育訓練・設定等を行うこと。 

（５）入札物品は納入後においても、安定稼働が確保されていること。 

 

４ 保守点検体制 

（１） 検収後１年間は無償にて定期点検・調整及び故障修理等を随時行うこと。また、５年間の 

メーカー保証付きであること。 

（２） 本物品に必要な消耗品及び故障時等の物品について供給が確保されていること。 

（３） 障害時において、復旧のために迅速な対応ができること。 

  



Ｄ．技術的要件 

 

１ 解析付心電計本体    

1 本体は以下の要件を満たすこと。 

1-1 安静時標準 12誘導検査の手動記録を記録・保存ができること。 

1-2 内部バッテリー搭載時は 120分以上の稼動が可能であること。 

1-3 USBポートを３ポート以上、SDカードスロットを有し、データ保存が可能であること。 

1-4 ワイヤレスインプットボックスを Bluetooth 連携にて接続し、12 誘導、不整脈、リズム、マ

スター、負荷後、ストレス検査が実施できること 

1-5 ワイヤレスインプットボックスの心電図記録用誘導コードが 1本ずつ交換可能であること 

 

   ２ 信号入力・出力部・表示部・記録に関しては以下の要件を満たすこと。 

2-1 除細動保護（誘導コード）が施されていること。 

2-2 R-sync（心拍同期）出力があること。 

2-3 静電容量方式のタッチパネルであること。 

 

   ３ 被検者情報入力に関しては以下の要件を満たすこと。 

3-1 被検者情報は下記項目が入力可能であること。 

* ID、年齢、性別、氏名、所属（病棟/科）、コメント、体位、呼吸数（回/分）、医師名、技師

名 

3-2 被検者データをマスタとしてメモリーカードに登録（ID 番号、氏名、生年月日、性別）し、

次回入力時は ID番号の指定によりその他の被検者項目を自動読み込みできる機能を有するこ

と。 

3-3 メモリーカードに保存された検査データ(心電図、血圧脈波）をマスタとして、次回 ID 番号

入力時に被検者情報を自動読み込みできる機能を有すること。 

* ID、年齢、性別、氏名、所属（病棟/科）、コメント、体位、呼吸数（回/分）、医師名、技師

名 

3-4 ID 番号の指定によりフクダ電子社製生理検査システムよりその他の被検者項目を読み込みで

きる機能を有すること。 

    

４ 標準 12誘導心電図検査に関しては以下の要件を満たすこと。 

4-1 心電図波形の収録時間を 8秒～24秒で任意に設定可能であること。 

4-2 波形収録後、収録した波形及び解析結果を画面に表示、確認してから記録することが可能で

あること。 

4-3 解析結果表示画面には収録した時間内の 12誘導全心拍と基本計測値が表示可能であること。 

4-4 自動記録の解析結果に不整脈に該当する所見が含まれていた際、3ch で 40 秒間以上の記録延

長を行い、検出した不整脈を解析する機能を有すること。 

4-5 解析結果表示画面、及び解析結果レポートでドミナント波形の脇に ST計測値を表示及び印字

し、STレベルを確認できること。 

4-6 被検者 ID入力時、メモリーカード、生理検査システム内に同一被検者の過去の検査データが

存在する場合、直近日の検査データの 12誘導ドミナント波形を読み込み、現在の波形と並べ

て表示可能であること。 

4-7 検査画面上の操作で前回検査時の波形データと解析結果を表示することが可能であること。 

4-8 オートキャプチャ機能を使用することでノイズの少ない波形区間を自動検出し、検出した区

間の記録・解析ができること。 

4-9 連続して同一 IDで再収録した際に「この被検者の心電図はすでに収録されています」など、

被検者取違い防止のためのメッセージ表示機能を有すること。 

    

   ５ 心電図自動解析機能に関しては以下の要件を満たすこと。 

5-1 心電図波形を臨床的に改良された診断基準に基いて、ミネソタコード分類、所見名の分類、年

齢・性別による分類を行う自動解析機能を有していること。 

5-2 Brugada型心電図に関して、日本心電学会ブルガダ症候群心電図自動診断基準ワーキンググル

ープで検討された、日本人に適した「ブルガダ型心電図の自動診断基準」に対応しているこ

と。 

5-3 標準 12誘導心電図から右胸部誘導（Ｖ３Ｒ～Ｖ５Ｒ）、背部誘導（Ｖ７～Ｖ９）の合成波形を

作成し、合成 18誘導心電図を提示する機能を有すること。 



 

 

   ６ リズム計測検査・不整脈検査・ファイリング機能に関しては以下の要件を満たすこと。 

6-1 記録は 1～10 分（1分間隔）、100拍、200拍の設定が可能で、指定した 1誘導の収録、記録、

リズム計測が可能であること。 

6-2 計測した RRの変動係数、ヒストグラム、トレンドグラフの記録が可能であること。 

6-3 記録は 40 秒、1 分～3 分（1 分間隔）、100 拍、200 拍の設定が可能で、指定した 3 誘導の収

録、記録、不整脈解析が可能であること。 

6-4 波形収録後、心電図データを SD カード、USB メモリ及び弊社生理検査システムへ自動保存可

能であること。 

6-5 収録した心電図データを医用波形記述規約（MFER) データをメモリーカードへ保存可能であ

ること。 

 

   ７ LAN通信機能・DICOM・精度管理に関しては以下の要件を満たすこと。 

7-1 有線もしくは無線 LANでの接続が可能であること。 

7-2 無線 LANアダプタを内蔵していること。 

7-3 WPA2エンタープライズでの通信が可能であること。 

7-4 収録した心電図データ及び保存メディアに保存された心電図データを弊社生理検査システム

へ送信できること。 

7-5 フクダ電子社製生理検査システムを介してオーダリングシステムや電子カルテとの連携およ

び元データの保管が可能であること。 

7-6 DICOM 適合宣言書に則り DICOM 形式での画像、患者情報、検査情報の入出力が可能であるこ

と。 

    

８ その他は以下の要件を満たすこと。 

8-1 本調達機器が正常に稼働するように必要に応じて環境を整備すること。  

8-2 本調達機本体の他、専用架台や発注者が指定する付属品、搬入経費等は入札額に含めること。 

8-3 本機器に関連する物品等（PC等を含む。）は、最新のものを納品すること。 

8-4 納入期日より 1年間は故障、保守の対応を無償で行う事。 

 

Ｅ．その他要件 

 

１ 仕様書の表現を独自の判断で解釈することなく、必ず発注者に確認すること。 


